


Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014

assignment

課題文

[課題]　場所を記し映す
各々の独自の計測方法を考え、線と数字のみを使い、「芸大正門周辺」を記述・表記しなさい。

建築はひとりでセルフビルドすることも出来ますが、多くの場合複数の人物が関わって作り上げます
。規模のの大小に関わらず、たくさんの情報を伝え合わなければなりません。
そのために建築を設計するための特有の書き記し方があります。それらは建築を考えたり設計する
のにとても便利に工夫されています。これからそれらの専門的な方法を習得していくでしょう。

一方、独創的な建築を作るには、ユニークなものの見方、捉え方をもっていたいところです。
自身の創造のためにも、他者に伝えるためにも、自分なりの感じ方、見方によって記録し、設計のアイ
ディアにつながるように整理する必要があるでしょう。

建築を考える出発点となる「場所」にはさまざまな情報があります。
長さや時間、あるいは数値化できないものかもしれません。何をどのように計るか、どのように記録
記述できるかを、この課題で考えていきます。

専門的な建築の記述方法にとらわれず、自分なりの物差しを作って、それによってどのように「場所」
を計測できるかを考えてください。そして実際の場所に赴きその計測を実行してください。記録の方
法自体も考え出してください。

提出物：A0 1枚

諸条件：
手書き、CAD、グラフィックエディタ、出力方法不問
印刷物の張込み可、ただし線と数字に限る
色彩には記号的意味を与えること
単位を示すこと
記号を使う場合は、その説明、最小値と最大値も併記すること
独自の単位の場合は、その説明、最小値と最大値も併記すること
記号や単位の説明以外の文章は記述しないこと

05月08日 （木） 13:00~14:00 課題発表
05月15日 （木） 13:00~17:00 エスキス①
05月21日 （水） 13:00~17:00 エスキス②
05月28日 （水） 13:00~17:00 エスキス③
06月04日 （水） 13:00~17:00 講評会※ゲストクリティーク予定

※全体講評会　７月９日
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1 
FASHION PAINTING

2 3
木陰図

4

5
意識図

6
森音図

7
極小空間の発見

8

9
空図

10
giving trace

11
私的観察マップ

12
雨あがり地図

13 14
ぼんやりマップ

15 16
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014

Project title

Student: 稲荷悠

ある時間帯の音校正門、美校正門、上野公園方面から、根津方面からの人物通過量を調べる。人
物をカウントする際に身に着けている色（上半身、下半身でわける）を記録し、色の流入度合い、
分布を図示。

1FASHION PAINTING
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2014/5/18  15:30-15:35 男性 2014/5/18  15:30-15:35 女性

2014/5/19  07:30-07:35 男性 2014/5/19  07:30-07:35 女性

2014/5/20  14:15-14:20 男性 2014/5/20  14:15-14:20  女性
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014

FASHION PAINTING

1114191 稲荷悠

map
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014

FASHION PAINTING

1114191 稲荷悠
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014

FASHION PAINTING

1114191 稲荷悠
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014

FASHION PAINTING

1114191 稲荷悠
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014

FASHION PAINTING

1114191 稲荷悠
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014

FASHION PAINTING

1114191 稲荷悠
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014

FASHION PAINTING

1114191 稲荷悠

2014/5/20
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014

FASHION PAINTING

1114191 稲荷悠

2014/5/19
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014

FASHION PAINTING

1114191 稲荷悠

2014/5/18
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014

Project title

Student: 大澤周平

任意の地点（グリッドの交点）に立つ身体を中心に極座標的に37方向の先にある対象物の種類
と距離を調べる。ある地点からの身体の受ける（感じうる）圧迫感の分布

2
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014 大澤周平

2014/5/18
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014

Project title

Student: 大谷七海

影を捉えたい。建物だけでなく、植栽もすべて含めた日影図を描いてみては？

3木陰図
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014

Project title

Student: 小野亜貴子

音に興味がある。任意の場所でなく、グリッド上に音をサンプリングして波形をマップしてみては
？あるいは、あえて音源発生場を一箇所作り、そこから発せられる音の減衰度をサンプリングに
よって測ってみては？

4
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014 小野亜貴子

2014/5/18
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014

Project title

Student: 桂隼人

意識図を描きたい。
案1：目隠しをして正門入口から歩いてもらい、感覚でジャストサイズでとまってもらう。その誤差
を測る→意識図というより野生感覚のテストにならないか？
案2：芸大敷地白地図を多くの被験者に渡し、記憶のみを辿って建物配置や通路を描いてもらう
。

5意識図
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014 桂　隼人
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014 桂　隼人
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014

Project title

Student: 栗脇剛

音に興味がある。植栽、森などの感覚はその只中にいなくても感じることができる（沁み出し？）。
それはせせらぎやざわめきの音によって助長されるのではないか。正門内をグリッド上にサン
プリングして、音を聞き分け、その割合を分布図に記す。

6森音図
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014

Project title

Student: 後藤宏輔

記憶図。各自の意識の中にあるものが、その場所を示している。正門の立面図を記憶を辿って、
被験者数人に描いてもらい、その輪郭を抽出する。
組立図、展開組立図

7極小空間の発見
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014 後藤　宏輔

極小空間の発見
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014

Project title

Student: 斉藤哲也

スケードボードを走らせるときの振動によって表面の粗さを捉えられないか？
ボードにマイクを取り付け、矩形領域を一方向に満遍なく平行にボードを走らせながらサンプリ
ングする。テクスチャの違いやギャップを波形によって捉えられなだろうか？
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014 斉藤　哲也
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014 斉藤　哲也
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014

Project title

Student: 坂上えりか

空図を描きたい。植栽なども詳細に捉えた屋外天伏図？

9空図
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014

Project title

Student: 冨永秀俊

ネガ図。傷図。正門周辺の破損や磨耗などを詳細に観察し、その磨耗や破損のみを描くことによ
って場所を浮かび上がらせられないか？

10giving trace
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014

Project title

Student: 中原風香

行動観察。統計して整えた図よりも、覚え書き、メモのノーテーションが面白い。

11私的観察マップ
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014

Project title

Student: 長谷光

雨後の水はけ度を時間ごとに観察する。テクスチャによる吸水度の違いなど。

12雨あがり地図

61



62



63



64



65



Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014

Project title

Student: 原田栞

外部来訪者の重要基点（代表位置）3箇所を決め、そこからの死角度（見えなさ度）を図示する。

13
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014 原田栞
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014

Project title

Student: 見冨夏樹

アンケート。芸大キャンパスで好きなところ、気に入っているところ、の分布図。
美術学生、音楽学生、教員などのカテゴリも？

14ぼんやりマップ
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014

Project title

Student: 湊崎由香

意識図。人一人を観察。長く注視していたところは意識が広がり、空間が詳細にまた拡大する、と
考えてその広がりやゆがみを図示する。ボトムアップ、1視点からの捉え方。

15
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014 湊崎由香
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014 湊崎由香
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014 湊崎由香
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014 湊崎由香
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014

Project title

Student: 和智茉奈美

道は舞台である。。。。。芸大正門周辺舞台で演じられる出来事を、すべてスクリプト（台本）形式で
書き起こしてみては？？

16
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014

Project title
Projecubtitle

Students: 和智茉奈美
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014

Project title
Projecubtitle

Students: 和智茉奈美
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014

Project title
Projecubtitle

Students: 和智茉奈美
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Tokyo University of the Arts
[ 場所を記し映す ]
Spring-Summer 2014 studio information

平成２６年度　東京藝術大学美術学部建築科
学部１年生 場所

担当： 北川原温　Atsushi Kitagawara
 市川創太　Sota Ichikawa　
 山﨑日希　Nikki Yamasaki　
 宮崎晃吉　Mitsuyoshi Miyazaki

ゲストエスキース： 新井崇俊　Takatoshi Arai
        （工学博士、.東京大学 生産技術研究所 特任助教、hclab.）

期間： 2014年5月8日～6月4日   8th MAY ~ 4th JUN. 2014

学生： 1114191 稲荷　悠 Haruka Inari 
1114192 大澤　周平 Shuhei Osawa 
1114193 大谷　七海 Nanami Oya 
1114194 小野　亜貴子 Akiko Ono 
1114195 桂　隼人 Hayato Katsura 
1114196 栗脇　剛 Go Kuriwaki 
1114197 後藤　宏輔 Kosuke Goto 
1114198 斉藤　哲也 Tetsuya Saito 
1114199 坂上　えりか Erika Sakaue 
1114200 冨永　秀俊 Hidetoshi Tominaga 
1114201 中原　風香 Fuka Nakahara 
1114202 長谷　光 Hikari Nagaya 
1114203 原田　栞 Shiori Harada 
1114204 見冨　夏樹 Natsuki Mitomi 
1114205 湊崎　由香 Yuka Minatozaki 
1114206 和智　茉奈美 Manami Wachi 




